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京 都 市
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みんなで目指そう！ごみ半減！
循環のまち・京都プラン

― 京都市循環型社会推進基本計画(2009－2020) －
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１ 計画策定の趣旨

平成15年12月策定(前計画)

～京のごみ戦略２１～

◆資源の枯渇化や地球温暖化の加速

◆容器包装リサイクル法の改正(H18)
◆食品リサイクル法の改正(H19)
◆第2次循環型社会形成推進
基本計画の策定(H20)

◆「環境モデル都市」に選定(H21)
京都議定書誕生の地として，先駆的
な目標を設定
温室効果ガス削減目標 (1990年比)
2030年： △40％ 2050年：△60％

◆目標を上回るペースでごみが減量

＜京都市の動き＞ ＜社会の動き＞

「循環型社会」や「低炭素社会」の
実現に向けた取組の強化が必要

将来世代のために，新たな目標を
定め，行動を起こすことが必要

これから

いままで 京都市循環型社会推進基本計画

みんなで目指そう！ごみ半減！
循環のまち・京都プラン

平成22年3月策定

京都市循環型社会推進基本計画(2009-2020）

◆家庭ごみの有料指定袋制の導入(H18)
◆プラスチック製容器包装の分別収集
の全市拡大(H19)

3

２ 計画の基本理念

市民力・地域力が築く世界をリードする
環境モデル都市・京都

「京からみんなで環境に
ええことしましょ！」

きょう

主役をしっかり支え
るコーディネーター
としてリーダーシッ
プを発揮

【京都市】

市民のくらしを
支える事業活動
での取組を進め
る主役

【事業者】

取組の核となっ
て活躍する地域
の主役

【市民】

4
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ご
み
量
（
万
ト
ン
）

この約４０年間で急激にごみ量が増加

６０年前

(昭和２３年)

３万トン

２０年前

(昭和６３年)

６５万トン

ピーク

(平成１２年)

８２万トン

目 標

(平成３２年)

３９万トン

４０年前

(昭和４３年)

４５万トン

現 在

(平成２０年)

５７万トン

中間目標

(平成２7年)

４７万トン

図 京都市のごみ量（市受入量）の推移

今から４０年
前の昭和４０
年代と同等の
水準までごみ
量を削減

％
削
減
を
達
成

30

％
以
上
削
減
に
挑
戦

50

ドルショック
オイルショック

バブル
景 気

バブル崩壊後いざなぎ
景 気

岩戸
景気 景気の低迷

３ 取組目標
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～ ごみ減量に向けた取組目標 ～
平成１２年度

(２０００年度)

ごみ量のピーク

平成３２年度

(２０2０年度)

最終目標

平成２０年度

(２００8年度)

現在＝基準

①市受入量 ８２万トン ３９万トン５７万トン５７万トン

②再生利用率 ― ３１％１８％１８％

③市処理処分量 ８０万トン ５５万トン ３６万トン

④市最終処分量 １６.５万トン ９.２万トン ２.８万トン

○ 一人一日当たり １，５３０グラム １，０７０グラム ７５０グラム ３２０ｇ 減

３２％減

１３ポイ
ントＵＰ

７０％減

３５％減

３ 取組目標

（うち，家庭ごみ） ６４０グラム ４６０グラム ３２０グラム

（うち，事業ごみ） ８９０グラム ６１０グラム ４３０グラム

１４０ｇ 減

１８０ｇ 減
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～ 循環型社会構築に向けた取組目標 ～

３ 取組目標

⑤資源生産性

平成17年度
（基準）

～ 低炭素社会構築に向けた取組目標 ～

４２万円/トン 更なる向上を目指す

（参考）国の全体での資源生産性 ３３万円/トン

平成１２年度

(2000年度)

ごみ量のピーク

平成３２年度

(2020年度)

最終目標

平成２０年度

(2008年度)

現在＝基準

１.１万トン ２.２万トン⑦温室効果ガス削減量
（＋１４％）

２.５万トン

⑥温室効果ガス排出量 ２４万トン １６万トン
（△１９％）

１３万トン

＜参考＞ 平成２（1990）年度から目標年度まで△２５％
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４ ３つの基本方針と９つの基本施策

２ 事業所などから出る
ごみを減らす

１ すぐにごみになるも
のを買わない・つくら
ない」

３ 分かりやすい情報提
供と環境学習機会の拡大

基本施策基本施策

３ 市民の安心・安全
とまちの美化の推進

２ 環境負荷を低減す
るごみの適正処理

１ ごみからのエネ
ルギー回収の最大化

基本施策基本施策

３「学生のまち，観光
のまち」ならではの
取組の推進

２ 地域力を活かし
た地域密着型の
取組の推進

１ 徹底的な分別に
よるリサイクルの
推進

基本施策基本施策

３つの
基本方針

９つの基本施策

４１の推進項目

【施策の体系】

8

市民，事業者，
行政が連携して
取組を推進基本方針 ２

「ごみは資源，

可能な限り

リサイクル」

「「そもそもごみを

出さない」

基本方針 １

基本方針 ３

「ごみは安全に

処理して

最大限活用」
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５ 基本施策を推進するための５つの重点戦略

○京都市の現状からみた主要課題に対応するための重点戦略を実施

○重点戦略に関連する複数の施策を融合するかたちで取組を推進

9

基本方針３
「ごみは安全に処理して最大限活用」

基本方針２
「ごみは資源，可能な限りリサイクル」

基本方針１
「そもそもごみを出さない」

３
つ
の
基
本
方
針
に
よ
る
９
つ
の
基
本
施
策

３
つ
の
基
本
方
針
に
よ
る
９
つ
の
基
本
施
策

基本施策を推進するための５つの重点戦略基本施策を推進するための５つの重点戦略

２

事
業
ご
み
の
減
量
対
策

１

包
装
材
削
減
推
進
京
都
モ
デ
ル

４
多
様
な
資
源
ご
み
の
回
収
の
仕
組
み
づ
く
り

５

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

３

イ
ベ
ン
ト
等
の
エ
コ
化
の
推
進

重点戦略１ 包装材削減推進京都モデル

○容積で６割を占めるごみ中の容器包装材の削減は、ごみの減量と温室効果
ガス削減の切り札

10

流通トラック

生産（工場）

ダンボール×
発泡スチロール×

通い箱○

容器の
減容化

つめかえ
商品

販売（店舗）

量り売り
裸売り

レジ袋×

市民（消費者）

マイ
ボトル

つめかえ
商品

マイ
バッグ
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重点戦略１ 包装材削減推進京都モデル

～ 推進項目 ～

① ごみ減量推進会議や環境関連団体等の地域における活動と連携した「すぐに
ごみになるものを買わない，財布にも環境にもやさしい消費行動」の普及・拡大

② 「NO！レジ袋宣言」による市民，事業者と連携した本格的な
レジ袋削減の取組の全市展開

③ 京都サンガF.C.やＮＰＯ等の市民団体，大学，企業などと連携
したマイボトル・マイ箸等の持参運動の全市展開

④ レジ袋削減協定のコンビニエンスストアやドラッグストアなどへ
の対象業種の拡大，参加事業者の拡大による大幅なレジ袋の
削減

⑤ 「ごみになるものをつくらない・売らない」エコビジネスモデルの
普及・促進

⑥ 業種別の包装材の削減方法や削減率を定めたガイドラインの
作成と徹底した指導

⑦ 生産，流通，販売の各段階における包装材の一定量の削減を
義務付ける条例の検討

⑧ 大規模小売店舗の出店計画時におけるごみ処理方法や資源
化方法等の計画書提出の義務化

⑤

②

③

11

重点戦略２ 事業ごみの減量対策

○家庭ごみと比較して排出量の多い、事業ごみ対策を強化

12

事業者

透明袋以外
一般廃棄物
収集運搬業
許可業者

資源ごみ

民間資源化施設

市クリーンセンター

受入ごみの
チェック

6



重点戦略２ 事業ごみの減量対策

～ 推進項目 ～

① 大規模小売店舗の出店計画時におけるごみ処理方法や資源化方法等の
計画書提出の義務化

② チェーンストア等多量にごみを排出する事業所への減量指導範囲の拡大
③ 業者収集ごみの透明袋制の導入
④ 分別排出義務の明確化と収集運搬業者へのペナルティを
含む指導の徹底

⑤ クリーンセンターにおける搬入監視の強化と分別できていない
資源ごみ及び不適物の受入拒否の実施

⑥ 有料指定袋制度など事業者が排出するごみの量に応じて
処理料金を負担し，減量努力が反映される仕組みづくり

⑦ ごみの減量や再資源化を促す処理手数料の見直し
⑧ ごみ減量等に取り組む優良事業所の表彰
⑨ 業種別のきめ細かい取組方法などの事業者向けの情報提供
の推進

⑩ オフィス町内会などの小規模事業所が連携した効率的な資源
回収の促進

③

⑥

13

重点戦略３ イベント等のエコ化の推進

○リユース食器の使用や、ごみの徹底的な排出抑制を義務づける「イベン
トグリーン要綱」の策定と段階的実施

14

リユース食器を使用 マイボトルを使用 絵文字による分別表示

地域のまつりや学園祭 イベント会場 観光地

7



重点戦略３ イベント等のエコ化の推進

～ 推進項目 ～

① 京都サンガF.C.やＮＰＯ等の市民団体，大学，企業などと連携したマイボトル・
マイ箸等の持参運動の全市展開

② 学園祭や地域のイベント等のエコ化を推進することにより，
次代を担う若者を中心とした更なる環境意識の向上を図る
イベントグリーン要綱の策定

③ 観光地に設置しているごみ容器への外国語やピクトグラム
（絵文字）の標記

④ 宿泊施設等と連携した宿泊者に対する分別指導の推進

①

③

②

15

重点戦略４ 多様な資源ごみの回収の仕組みづくり

○従来の資源ごみ回収や拠点回収に加えて、身近な場所に多様な資源回
収の場所を設け、リサイクル機会の拡大を図ります

16

市クリーンセンター

小型家電の回収

民間商業施設

てんぷら油
の回収

市 民

まち美化事務所

蛍光管の回収

有害・危険物の
処理相談

地域コミュニティ

8



重点戦略４ 多様な資源ごみの回収の仕組みづくり

～ 推進項目 ～

① 使用済みてんぷら油などの回収拠点拡大やコミュニティ回収
の品目拡大など既存の資源回収の更なる充実

② 蛍光管や在宅医療廃棄物などの家庭から出る有害・危険物
の回収

③ 土・日も開設する「より近い・より便利な」常設の回収場所の
設置・拡大

④ 公共施設や民間商業施設における小型家電や携帯電話回収
によるレアメタル等のリサイクルの推進

リサイクル

①

④

②

③

17

重点戦略５ バイオマスの利活用

○都市部での落ち葉の堆肥化や中山間地域での農家等と連携した生ごみ
堆肥化利用

○下水汚泥や間伐材も含めたバイオマスの総合利用を図るため「バイオマ
ス活用推進計画」を策定

18

地産地消

生ごみを
堆肥化

農家で
堆肥利用

周辺地域市クリーンセンター

（併設バイオガス化施設）

発電

バイオガス
学校や公園など

堆肥利用

落ち葉を
堆肥化生ごみと

紙くず

9



重点戦略５ バイオマスの利活用

～ 推進項目 ～

① 周辺地域における農家と連携した生ごみの堆肥化による地産地消のモデル
地域の構築

② 学校や公園の落ち葉，家庭からの生ごみなどの地域単位での堆肥化の促進

③ 南部クリーンセンター第２工場建替え時におけるバイオガス化
施設の併設

④ 市内に存在するバイオマス資源（間伐材，剪定枝，下水汚泥
など）の総合的な利活用計画の策定とバイオガス化施設の社会
実証の検討

③

19

６ ごみ処理の基本的な考え方

○ 燃やすごみについて，更なる資源化可能物の分別徹底が必要
○ これまで資源化方法がなかった小型の家電機器などを新たに分別することで
レアメタルの回収を実施

○ 資源化が困難なごみは，ごみ発電とバイオガス化の併用により，エネルギー
回収の最大化と温室効果ガス排出の最小化を目指す

埋
立

ご
み
発
生
量

灰
溶
融

ご
み
潜
在
発
生
量

ご
み
発
電(

焼
却)

①「そもそもごみを出さない」

③「ごみは安全に処理して最大限活用」②「ごみは資源，可能な限りリサイクル」

20

レアメタル
有害危険物
の回収リサイクル

エネルギー
回収

スラグ
再生利用

リデュース（ごみを減らす）
リユース（ものを再使用する）

1/2に減容

ご
み
発
電(

焼
却)

＋
バ
イ
オ
ガ
ス
化
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６ ごみ処理の基本的な考え方

○ 京都市が受け入れているごみはその排出源によって，「家庭ごみ」と「事業ご
み」に大別されます。

○ 家庭ごみは品目によって「燃やすごみ」，「資源ごみ」，「大型ごみ」の３つに，事
業ごみは収集運搬方法や品目によって「業者収集ごみ」，「持込ごみ」の２つに区分
されます。

～ ごみの区分 ～

21

燃やすごみ 下記の資源ごみや大型ごみを除くごみのことです。（家庭から出る生ごみ
や紙くず等）

資源ごみ プラスチック製容器包装，缶・びん・ペットボトル，小型金属類といった定期
的に京都市が収集する資源ごみと，紙パック，乾電池，蛍光管，使用済み
てんぷら油といった拠点で回収する資源ごみのことです。

業者収集ごみ 一般廃棄物収集運搬業許可業者によって，収集運搬されるごみのことです。

持込ごみ 市民，事業者がクリーンセンターに直接持ち込むごみのことです。

家庭ごみ 家庭での日常生活から排出されるごみ全部の総称です。

大型ごみ 家具や寝具，電気器具（ただし，エアコン，テレビ，冷蔵庫・冷凍庫，洗濯
機・乾燥機，パソコンを除く。）などの大型のごみのことです。

事業ごみ 事業活動から排出されるごみのうち，産業廃棄物を除くごみのことです。

市受入ごみ

６ ごみ処理の基本的な考え方

○ 燃やすごみについて，更なる資源化可能物の分別徹底が必要
○ 未利用の資源化可能物を新たに分別するとともに，ごみ発電とバイオガス化の
併用により，エネルギー回収の最大化と温室効果ガス排出の最小化を目指す

～ 家庭ごみ ～

22

・既存分別品目
の分別徹底
・新たな分別
品目の追加

生ごみ

紙くず

剪定枝

不燃物

41%

29%

2%

2%

5%

0.1%

3%

有害危険物

分別が徹
底されて
いない資
源ごみ

18%

その他可燃物

更なるプラスチック類
の回収の検討と

国等への政策提言

ごみ発電（焼却）
＋バイオガス化
によるエネルギー
回収の最大化

商品プラ

市民意識の向
上と環境負荷の

更なる低減

バイオガス化バイオガス化

クリーンセンター

バイオガス化バイオガス化

バイオガス発電

ごみ発電

機械選別

温室効果ガス排出
量の最小化へ！

回収拠点
京都市資源化施設

バイオガス化

11



６ ごみ処理の基本的な考え方

○ 分別排出と分別収集を徹底
○ 生ごみ，紙類などの資源化可能物は民間資源化施設への誘導を図るとともに，
京都市施設での一部受入も検討

～ 事業ごみ（業者収集ごみ） ～

23

生ごみ

プラ類

紙 類
繊維類

草木・木片

金属・ガラス 41%

33%
13%

6%

バイオガス化バイオガス化

クリーンセンター

バイオガス化

民間資源化施設

・民間資源化施設
への誘導
・京都市施設での
一部受入検討

京都市資源化施設

６ ごみ処理の基本的な考え方

○ 産業廃棄物などの受入禁止を徹底
○ 民間資源化施設への誘導を図る

～ 事業ごみ（持込ごみ） ～

24

産業廃棄物の
受入停止の徹底
などによる民間
資源化施設
への誘導

民間資源化施設

木 類刈草・剪定枝プラ類

紙類

畳など

繊維類

金属類

50%

13%

11%

5%

8%
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７ 施設整備計画

ご
み
焼
却
量

～平成１６年度 平成１７年度～ 平成２５年度～

５工場体制 ４工場体制を達成！ ３工場体制へ！

平成１２年度 ７６万トン

平成20年度 ５３万トン

平成3２年度 ３６万トン

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

埋立処分地 埋立処分地

２０８０年
ま で 埋 立 可
能！

ごみの多かった時代
埋立期間
１５年と予測

ごみ減量の成果により，
埋立期間
あと３０年に！

埋立処分地

でも２０４０
年で一杯…

更なる減量と灰溶融
施設の稼働で
埋立期間 あと７０年

埋

立

処

分

地

25

８ 計画の推進

～ オール京都の連携～

○ 計画の主役は，あくまでも，京都で暮らす，京都で働く，京都で学ぶ，そして，京
都に集う一人一人の皆さんです。

○ それらの積み重ねが，社会全体の価値観を変え，「大量生産，大量消費，大量
廃棄」のシステムまでも変えていくことにつながります。

26

世界をリードする
環境モデル都市・京都へ

環境関連団体の皆さん

私たち行政と一緒に二人三脚
での取組をお願いします。

事業者の皆さん
様々な分野，あらゆる段階で，
それぞれの立場から事業活動の

あり方を見直してください。 京 都 市

コーディネーターとしてリーダー
シップを発揮します。

学生の皆さん
若さあふれる行動力や正義感，
ユニークな発想で身近なところか
ら，ごみを減らしてください。

観光客の皆さん
環境と共生するまち・京都

をご覧になって，ごみの分別や減
量に協力して下さい。

市民の皆さん
しまつの心を大切に，

今一度，自分の生活スタイルを
見直してください。

13



８ 計画の推進

～ 計画の進捗管理方法～

○ 継続的に計画の点検，見直しを行うＰＤＣＡサイクルを確立します。
○ 計画の進ちょく状況，経済性・コストを示すデータなどについて，正確に分かりや
すく，誰もが入手しやすい方法で公表するなど，情報の「見える化」を推進します。

成果

＜期待される効果＞

ごみ減量意識向上

分別意識向上 等

＜ごみに関する情報＞

計画の進ちょく状況

ごみ処理コスト

身近な地域のごみ量

リサイクルルート

異物の混入状況

行動
★ ごみ減量
★ 分別率向上
★ 分別品質向上

見える化見える化

27

皆様のご協力を
お願いいたします！

28
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